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新
刊
湖
介

の
»'
調
皮
呼
ん
で
も
差
支
な
い
程
で
あ
る
。

此
處
で
撥
見
せ
ら
れ
た
未
刊
資
料
は
約
六
卷
を
成
す 

に
足
る
も
の
が
办
る
。

E
に
其
次
の
手
稿
の
.
一
系
は
吾
々
を
し
て
1
^
. 

E
n
g
e
l
s

の
個
人
生
活
を
窺
は
し
め
る
。

そ
れ
はM

a
r
x

 

の
持
っ
て
ゐ
た
傅
大
な
る
學
雜
と
仕
事
に
對
す
る
.異
常
：| 

に
.
.T
r

-K
I
な
る
精
油
.
.
^

0.
能
力
.
Sを
吾
：々
に
示
す
も
の
.で
.| 

あ
る
。Engels

は

^
ぢ
ゲ
の
^
に
到
る
ま
で
化
學
物
理j 

舉
及
び
自
然
譜
科
學
の
硏
究
を
事W
し
て
ゐ
た
C 

| 

觅
に
後
に
至
っ
て
發
見
せ
ら
れ
たM

a
r
x

及
びE

n

丨

j 

叫
奋
の
書
简
は
、最
後
紀
マ
ル
ク
ス
'文
献
の
*
を
成
す
も
一 

の
.で
*:
る
.。今
日
ま
で
に
發
表
せ
ら
れ
☆
書
簡
は
^a

『x, 
Engels Q

記
憶
に
謝
す
る
何
等
の
尊
敬
な
く
し
て
刊
行| 

せ
ら
れ
て
居
る
。
此
瀋
は
猶
略
の
甚
だ
多
い
こ
ど
に
侬| 

て
之
を
證
明
す
る
，J

ミ
が
出
來
る
の
'で
あ
る
。M

a
r
x

 

| 

0
書
簡
の
酉
中
九
十
31
は
旣
に
吾
.々
の
，手
中
に
在
る
。..

：
 

E
n
g
e
i
s
0
»
A
^
^
*
0
_
^

II
I

^

®

」

^

o
/2
0
1:
' 

あ
る
が
，
私

はBernstein

及

びK
a
u
t
s
k
y

か
ら
此 

等
の
^
の
多
ぐ
の
名
-0
.ぁ
同
じ
く
手
に
入
れ
る
，j

ビ
が

•
 

!六
〇

出
來
た
。
此
寒
の
書
簡
は
數
週
間
內
に
發
表
甘
ら
れ
る 

で

ら
ぅ

訪
、M

a
r
x

 
の
ー
八
：四
$
尔

：
の
：
所

作
2 Cber Feuerba— 

„ heilige 

 ̂Ma
x
.

及
びg D

er ,, Prophet
《 

Kuhimarm.

は hDie'deutsch。

s
e
o
o
g
l
e
v 

eine.Krkik 

Q.
e
r neuesten deutschen P

H
osoohie in ihrs 

K.? 

prasentanten Feuerbach, B
s
n
o

 Bauer und Stl3er, 

sowie 

皆 s deutschen 

soziaysmus in 

s
eB'
e
n ver- 

SCMedenep 

?3
^

3̂

な
る
手
稿
の
邻
分
を
な
す
も 

の
で
、此
中
0
(-
)
は 

Engels 
の 

p
§
d
cr
p
& 

100
800
の
附
錄
ミ
し
て
3
及
び
(:
-
-
:
)
はBernstein

編
輯
の
.
 

Dokumente des

(/Ozialismus, Stuttgart IQOy ff. B
de 

IH,V, 

Bd. 

M

 

s. 

1
7

に
發
表
せ
ら
れ
て
あ
る
。
所 

謂「

神
聖
な
る」

.Ma
x

は

S
t
i
m
e
r

で
あ
る
。

小

泉
信
三

士
方
久
吳
著
財
政
^

の
‘基
礎

槪

^

菊
版
味
文
五
丑
〇
頁
附
錄
败
十
贤
宠
调
三
回
:;
'
.十
錢
、
 

3

■
石波#

發̂
行
_

|
1
II
!I
i
1
§s
1
1
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1
111
111
1議,p1
I：•

本
書
は
財
政
學
ビ
經

濟

學

ご

，の
.
學

說

上

相

關

聯

す

る
 

#
方
面
の
汧
題
を
取
つ
て
、
說
明
し
た
る
も
の
た
り
。

「

則
政
學
の
®
礎
概
念」

の
總
て
を
網
羅
し
た
も
の
ど 

し
て
は
、
_
論
な
き
を
得
ざ
る
可
し
ビ
雖
ぢ
基
礎
« 

念
の
或
る
も

，

の
に
就
て
、
說
明
を
下
し
た
る
新
し
き
試 

み
皮
す
.る
を
得
べ
し
？
蓋
し
著
者
が
開
卷
第
.一
頁
に
於 

て

"
常
識
的
に
財
政
€
云
へ
ぼ
直
に
租
橄
を
想
起
す
る 

に
ょ
っ
て
も」

"
m
々
艺
述
べ
た
る
考
へ
は
戡
磔
槪
念
の 

ー
職
圆
を
姊
觅
に
狹
B
な
ら
し
め
た
る
に
#
ざ

る
か
。

：

V

第一

章
ょ
5
第
三
®
に
至
.る
ま
で
は
經
濟
學
に
關
す 

る
研
究
で
:*
っ
て
、
特
に
財
政
學
ぞ
關
係
す
る
所
な
し 

歡
四
、
五
、
六
の
三
章
に
於
て
ヽ
財
政
の
性
質
が
種
 々

の
©*
力
ら
‘說
.取
さ
れ
、
結
局
財
政
な
る
も
の
を
廣
義
■に
" 

解
釋
し
ゝ「

財
政
は
社
會
に
於
け
る
個
人
の
活
動
を
_

« 

し
て 

> 社
會
の
理
想
實
現
の
爲
め
に
1、
營
ま
れ
る
購
買 

力

の

强

制

的

移

轉

'
で

*
る」

.'
:
.ど

し

、

講

買

カ
の
形

態

を
 

說

明

し

て

、
：
貨

幣

價

値

に

換

«!
す
る
能
は
ざ
る
享
難
の
マ 

如
き
も
の
を
所
得
^
!す
る
を
不
可
な
^v

ど
し
、
フ
ヰ
シ 

ャ
1

♦

へ
ィ
グ
、
セ
ジ
グ
マ
ン
の
如
き
米
國
學
若
の
所

第
十
八
卷(

四

六

泝

り

辦

^
^
介

說
を
紹
介
す
る
こ
と
に
勉
め
れ
り
。
第
九
章
以
下
は
租 

稅
論
に
し
て
"
又
第
十
三
章
は
租
稅
轉
嫁
論
な
り
。
而 

し
て
前
者
に
於
て
は
例
へ
ば
累
進
桃
法
の
根
據
を
說
M 

す
る
に
就
て
、經
濟
學
說
の
根
據
を
示
し
、
後
者
に
於
て 

は

祖

聰

轉

嫁

を

決

定

す

る

諸

種

の

經

濟

的

現

象

を

捉

，
へ 

來
つ
て
說
明
を
下
す
等
、
著
者
の
苦
心
の
跡
の
認
む
可 

き
も
の
ぁ
り
。
最
後
の
一
章「

金
融
市
場
皮
公
債」

は
全 

編

を

通

じ

て

"
見

る

を

得

る

唯

一

の

國

家

信

用

論

に

し 

て

財

政

の

槪

念

や

、

粗
：

®:
論

に

對

し

て

聊

か

方

面

の

異 

な
6
た
：る

硏

究

皮

す

可

し

。
.而

し
て
著
者
は
金
融
市
揚 

の
構
成
ミ
公
債
ミ
の
間
に
存
す
る
.關
係

ょ
り
進
ん
で
、 

公
*
に
就
て
强
制
的
效
果
の
現
は
る

ゝ

こ
ビ

を
述
ベ
、 

粗
ft
ご
公
債
ぐj

に
就
て
、
或
る
對
照
を
爲
し

、
以
つ
て 

硏
究
を
了
す
る
も
の
、
如
く
、
此
' 一
章
に
於
て
は
種
 々

.の
重
大
開
題
の
暗
示
さ
れ
：た
：る
に
拘
は

&
ず
、
是
等
に 

到
す
る
說
明
議
論
の
省
約
さ
れ
/2
る
z W

を
惜
ま
ざ
る 

を
得
ず
。
然
务
是
れ
望
蜀
に
類
す
る
も
の
か
、
著
者
の 

全

編

を

通

じ

て

現

？
れ

た

る

努

力

K
新
し
き
試
み
S

 

し
て
、
筆
者
は
敬
截
を
捧
げ
.s 
^j

€
に
容
な
ち
ざ
.6'
.者
”

潍
|
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雜

報

雜

報

理
財
®
會
.々
報
ニ
月
六
日
午
後
ニ
時
半
、
舊
演
說
館 

に
於
て
理
財
學
會
例
會
を
開
く
。
，三
時
間
に
厘
り
て
次 

の
如
&
輿
井
敎
授
の
*
演
ぁ
b
::
0

;
;

1

八
六
〇
年
见
想
轉
期
に
於
け
る
ジ
ヨ
ン

0

ラ
ス
キ 

:
ン 

.
：
：

奧

井

復

太

郞

氏
 

1

A四
三
部r

®

世

蓮

論

し

.出
版
後
、
建
築
藝
術 

に
轉
じ
た
る
ラ
ス
キ
：ン
:0
_
世
建
築
の
偉
大
を
讚
美 

せ
レ「

建
築
の
七
燈
し
に
於
け
る
社
會
主
義
的
色
彩
. 

「

、グ
ご1

ス
の
石」

の
：1

章
に
於
け
る
^
シ
ッ
.ク
建
築 

批
評
.の
ク
ザ
ジ
.ア
.ム
•
'
.
パモ
.：リ
ス
に
與
ベ
し
感
動
、：■彼 

の
カ
說
せ
し
勞
働
の
幸
福
、
：，或
は
：力
ー
ラ
ィ
ル
の 

交
涉
を
說
き
、「

タ
ィ
ム
：

」

スj 

:に
：寄

稿

：せ

る

彼

：

:.
0
'「

租 

桃

論」「

選

擧

權

論

j

等
を
紹
介
す
。
：1

五̂
2
ょ
年 

り
彼
は
書
齋
を
出
で
てH

V

ン
バ
”
ォ
に
マ
シ
チ
； 

ス
タ
ー
に
、
成
は
：勞
働
潑
大
學
に
_
演
：を
.試
み
、
斯

.

第一

鏡

一六ニ

く
し
て
美
術
批
評
ょ
6
耻
會
批
評
に
.轉
じ

"

「

此
の
後 

至
者
に
も」

に
於
.け
る
§

經
»
|
_は
_當
時
の
«

»
 

學
者
0
論
雛
の
的
5
な
-

CV 、

霖

に

一

八

四

コ

ー

^

ょ

り 

1

.
八

六0
年
に
至
-る
彼

の

名

聲

の

全

く

稷

さ

れ

し

事 

實

を

說

き

"

而

も

依

然

ミ

し

て

經

濟

論

の

著

述

も

敢 

て
し
社
會
改
良
の
態
度
を
固
持
し
：て
改
め
ざ
^V

し
ラ 

.
ヌ
キ
y

の
風
丰
を
#
雜
せ
し
む
。

.
閉
會
後
、
萬
來
舍
：に
於
て
晚
發
を
共
に
し
、
漫
談
に 

時
を
久
し
ぅ
し
て
散
會
す
。
出
席
者
は
奧
井
、
金
原
、
 

律
田
の
諸
敎
授
並
び
に
日
比
野
、
夏
目
"

江

越

ヽ

，
和

田

：
、 

濱
谷
及
び
駒
崎
の
諸
幹
事
.な
b

き
。
，
.

號

(

難
4

|)

目

次

(

大
|

2
年
ニ
月
號
>

諮

說

®
V

ラ
ッ
カ
'
.ス
兄
弟(

上) 

高

橋

誠

一

郞 

®

平
等
思
意
の
學
.理

的

根

據

«

:
本

:
:
誠

一

ハ 

@

直
接
配
給
.の
股
理
ヒ
其
限
度(

上)

向

#
 

鹿

fe

@
支
那
エ
菜
の
現
狀
に
就
て

(

ご

及

川

恒

忠

©

「

近
世
書
家
論
，
第
二
卷
ょ
り

「

雞
築
の
：七：

:.
:

-

燈J

に
.至
る
迄

0

一
、
完)

 

奥

_

復

太

郞

f

タ
ァ
ド
ォ
派
社
會
.主
義
槪
論(

上)

>#

田
.

誠

一

 

®

自
由
*
義
以
前： 

稷
本

鑛

©

^
 

@ >

ル
ク
ス
の
價
値
論
に

S
す
る

W
ひ
卩
の 

L

批
評 

三

邊

金

藏

f  @
1

册
定
價
金
五
拾
..
錢 

一
®
部
ヶ
年
分
金
贰
圓

：

九
拾
藥

|  

1

?

ケ
年
分
金
荚
圓
四
拾
錢
ー

郄
槐
金
贰
錤 

郵

稅

共

‘
編
.輯
及
び
事
務
に
關
す
る
一
切
の
.用

件

は

發

行

所

宛 

•
營
業
に
關
す
る
用
件
は
發
賣
元
宛 

0

®

«

»切
期
0
は
f
tr
の
前
月
十
日
限 

一

毎

月

1

囘

一

日

發

忙

|
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称
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一
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二
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戀

尙

ほ

本

誌

は

全

國

各

帘

雜

誌

店

R
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賣
す

m
行
所
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